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ま
も
な
く
紅
葉
の
季
節

協
会
企
画
撮
影
会
・
撮
影
実
習
の
実
施

今
年
の
夏
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
の
猛
暑
続
き
で
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
暑

さ
の
後
に
来
る
冬
は
大
変
寒
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
と
い
う
こ

と
は
各
地
の
紅
葉
撮
影
地
も
寒
暖
差
が
激
し
い
ほ
ど
美
し
い
姿
を
見
せ
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
撮
影
会
担
当
幹
事
も
知
恵
を
絞
り
、
協
会
企
画
の

撮
影
会
と
昨
年
秋
に
実
施
し
ま
し
た
仙
台
市
内
で
の
撮
影
実
習
を
準
備
い
た

し
ま
し
た
。
企
画
の
ご
案
内
を
後
記
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
参
加
人
数
に
限
り
が

ご
ざ
い
ま
す
の
で
お
申
し
込
み
は
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

上
高
地
の
紅
葉
は
10
月
中

旬
が
見
ご
ろ
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
後
は
黄
金
色

に
輝
く
カ
ラ
マ
ツ
の
林
の
美

し
い
季
節
に
う
つ
り
か
わ
り

ま
す
。
今
回
は
紅
葉
た
け
な

わ
の
カ
ラ
マ
ツ
林
と
こ
の
地

な
ら
で
は
の
朝
も
や
の
早
朝

撮
影
が
２
回

楽
し
め
る
企

画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
さ

ら
に
到
着
し
た
日
の
日
中
は

乗
鞍
方
面
に
移
動
し
て
ま
た

別
の
風
景
を
撮
影
で
き
る
よ

う
な
行
程
を
組
み
ま
し
た
。

旅
行
企
画
実
施
先
は
さ
く
ら

観
光
で
運
転
手
は
お
馴
染
み

の
勝
本
氏
で
す
。

実
施
日
：

平

成

22
年

１

０
月

24
日

（
日
）
夜
行
〜
26
日
（
火
）

旅
行
代
金
：

３
５
，
５
０
０
円
（
宿
泊

代
、
食
事
代
、
バ
ス
代
、
旅
行

傷
害
保
険
料
含
む
）

募
集
人
員
：

４
０
名
（
定
員
な
り
次
第

締
め
切
り
）

お
申
し
込
み
先
：

さ
く
ら
観
光
株
式
会
社

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：

０
２
２-

２
５
９-

３
９
１
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
：

０
２
２-

２
５
９-

２
０
４
６

担
当
：
開
発

又
は
撮
影
会
担
当
幹
事

丸
山
慎
一
：
携
帯

０
９
０-

５
５
９
４-

１
４
３
９

渡
邊
善
夫
：
携
帯

０
９
０-

３
７
５
０-

０
５
４
５

事
務
局
：
Ｔ
Ｅ
Ｌ

０
２
２-

７
２
２-

３
７
５
５

事
務
局
：
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
９
０-

７
２
２-

３
７
６
６

鈴
木
登
前
会
長
が
同
行
し
撮

影
指
導
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
時
期
に
紅
葉
す
る
木

（
赤

）
オ
オ
カ
メ
ノ
キ
・

ナ
ナ
カ
マ
ド
・
コ
ハ
ウ
チ
ワ

カ
エ
デ

（
黄

）
カ
ツ
ラ
・
シ
ラ
カ

バ
・
シ
ナ
ノ
キ
等
で
す
。

協
会
協
賛
撮
影
会

佐
渡
・
大
自
然
撮
影
ツ
ア
ー
２

第

３

回

東

北

風

景

写

真

家

協

会

・

撮

影

会

担

当

企

画

東
北
紅
葉
撮
影
名
景
地
紹
介

風
景
写
真
誌
・
9
ー
10
月
号
よ
り
引
用

★
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

上
位
入
選
者

第
12
回
太
平
洋
写
真
学
校

北
上
教
室
誌
上
ク
リ
ニ
ッ
ク

金
賞

小
松
金
吾
「
怒
涛
Ⅰ
」

銀
賞

門
間
弘
直
「
法
印
神
楽
奉
納
」

銅
賞

大
川
幸
子
「
昇
る
太
陽
」

岡
部
晃
次
「
気
嵐
襲
来
」

佐
々
木
か
よ
「
刈
り
終
え
て
」

松
島
モ
デ
ル
大
撮
影
会

最
優
秀
賞

大
滝
善
嗣
「
全
部
私
の
」

★
新
規
入
会
会
員
紹
介

岩
手
県
陸
前
高
田
市

紺
野

知
文

★
協
会
協
賛
撮
影
会
・
予
告

撮
影
地
：
富
士
山
周
辺

実
施
日
：
平
成
23
年
2

月

2
日
（
水
）
〜
4
日
（
金
）

募
集
人
員
：
30
名

費
用
：
未
定

宿
泊
場
所
：

2
月
2
日
（
川
口
湖
畔
）

2
月
3
日
（
田
貫
湖
・
休
暇

村
）
予
約
済
み

窓
口:

エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

竹
内
会
長
が
例
年
実
施
し
て

い
る
富
士
山
撮
影
ツ
ア
ー
を

来

年
も

企
画

い
た

し
ま

し

た
。
当
協
会
も
協
賛
し
て
お

り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
20
年
6
月
9
日
〜
11

日
に
行
い
ま
し
た
新
潟
県
・

佐
渡
ヶ
島
の
撮
影
会
ツ
ア
ー

を
近
畿
日
本
ツ
ー
リ
ス
ト
と

さ
く
ら
観
光
が
組
ん
で
企
画

し
ま
し
た
。
今
回
も
早
朝
撮

影
と
夫
婦
岩
で
の
夕
日
を
組

み
込
ん
で
お
り
、
前
回
は
行

か
な
か
っ
た
妙
宣
寺
で
の
撮

影
も
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の

企
画
に
当
協
会
が
協
賛
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。

実
施
期
日
：

平
成
22
年
9
月
20
日
（
月
・

祝
）
〜
22
日
（
水
）

撮
影
地
：

新
潟
県
・
佐
渡
ヶ
島

＝
佐

渡
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
白
雲

台

展
望
台
、
小
木
の
た
ら

い

舟
、
宿
根
木
街
並
み
、

尖

閣
湾
、
七
浦
お
け
さ
踊

り

と
夕
日
撮
影
、
妙
宣
寺

、

亀
岩
等

（
観
光
バ
ス
も
フ
ェ
リ

ー

乗
船
、
荷
物
の
出
し
入

れ

無
し
、
ゆ
っ
く
り
の
3
日

間
、

ド
ラ
イ
バ
ー
は
佐

渡

ヶ
島
に
詳
し
い
勝
本
氏

が

同
行
し
ま
す
。
）

同
行
講
師
：

丸
山
慎
一
氏

募
集
人
員
：
40
名

（
最
少
催
行
人
数
：
25
名
）

費
用
：

４
９
，
８
０
０
円

募
集
期
間
：

平
成
２
２
年
８
月
１
７
日

（
火
）
〜
９
月
３
日
（
土
）

申
し
込
み
先
：

エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
７
２
２-

３
７
５
５

募
集
期
間
が
迫
っ
て
い
ま

す
が
、
エ
ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ

ト
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

昨
年
11
月
11
日
に
実
施
し

ま
し
た
撮
影
実
習
セ
ミ
ナ
ー

で
は
大
雨
の
中
に
も
か
か
わ

ら
ず
秋
田
の
2
名
を
含
め
20

名
の
参
加
申
し
込
み
を
受
け

ま
し
た
。
参
加
会
員
か
ら
は

大
変
勉
強
に
な
り
次
回
も
ぜ

ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
多
く
出
ま
し
た
。
そ
こ

で
第
2
回
撮
影
実
習
勉
強
会

を
次
の
要
領
で
実
施
い
た
し

ま
す
。

実
施
期
日
：

平
成
22
年
11
月
9
日
（
火
）

実
施
内
容
：

フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
＝
リ
バ
ー

サ
ル
フ
ィ
ル
ム
で
撮
影
、
現

像
処
理
後
作
品
セ
レ
ク
ト
し

5
コ
マ
提
出
（
フ
ィ
ル
ム
は

各
自
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
＝
撮

影

後
、
Ｐ
Ｃ
に
て
画
像
セ
レ
ク

ト
し
、
5
コ
マ
Ｕ
Ｓ
Ｂ
に

コ

ピ
ー
し
て
提
出
（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

の
み
）

フ
ィ
ル
ム
か
デ
ジ
タ
ル
は
ど

ち
ら
か
選
択
制
で
す
。

撮
影
場
所
：

仙
台
市
青
葉
区

西
公
園
や

博
物
館
周
辺
を
予
定
。

研
修
場
所
：

仙
台
市
戦
災
復
興
記
念
館

画
像
セ
レ
ク
ト
実
習
＝
４
Ｆ

会
議
室
（
12
時
〜
15
時
）

画
像
映
写
講
評
会
＝
４
Ｆ
研

修
室
（
14
時
〜
17
時
）

募
集
人
員
：
20
名
限
定
先

着

順
（
最
少
催
行
人
数
15
名
）

費
用
：
２
，
０
０
０
円
（
現

像
代
・
講
評
会
会
場
費
・
講

師
代
他
に
充
当
）

募
集
期
間
：

平
成
22
年
9
月
3
日
（
金
）

〜
10
月
31
日
（
金
）

申
し
込
み
先
：
事
務
局
＝
エ

ー
ゼ
ッ
ト
・
フ
ォ
ト

Ｔ
Ｅ
Ｌ
７
２
２-

３
７
５
５

丸
山
慎
一
携
帯
：
０
９
０-

５
５
９
４-

１
４
３
９

渡
邊
善
夫
携
帯
：
０
９
０-

３
７
５
０-

０
５
４
５

今
回
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

も
対
象
に
し
ま
し
た
。
当
日

Ｐ
Ｃ
と
デ
ジ
タ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
タ
ー
も
用
意
し
、
作
品
を

プ
リ
ン
ト
で
は
な
く
映
写
し

て
講
評
を
受
け
ら
れ
る
準
備

を
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

東
北
の
紅
葉
風
景
撮
影
適
地

が
風
景
写
真
誌
に
掲
載
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
場
所

と
案

内
所

、
見
頃
を
ご
参
考
ま
で
に

記
載
い
た
し
ま
し
た
。
詳
細
を

お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
紅
葉

の
撮
影
に
つ
い
て
も
詳
述
さ
れ

て
お
り
ま
す
風
景

写
真
誌
９
―

１
０
月
号
を
ご
購
入
下
さ
い
。

（
青
森
県
）

蔦

沼
（
十
和
田
市
）
10
月
中
〜

下
旬
★
十
和
田
市
観
光
協
会
：

０
１
７
６-

２
４-

３
０
０
６

奥
入
瀬
渓
流
（
十
和
田
市
）

10
月
20
日
〜
11
月
初
旬

★
十
和
田
湖
総
合
案
内
所
：

０
１
７
６-

７
５-

２
４
２
５

十
二
湖
（
深
浦
町
）
10
月
下
旬

★
深
浦
町
観
光
課
：

０
１
７
３-

７
４-

２
１
１
１

睡
蓮
沼
（
青
森
市
）
10
月
上
旬

★
十
和
田
市
観
光
協
会
：

０
１
７
６-

２
４-

３
０
０
６

田
代
平
湿
原
（
青
森
市
）

9
月
20
日
〜
10
月
上
旬

★
青
森
市
経
済
部
観
光
課
：

０
１
７-

７
３
４-

５
１
５
３

八
甲
田
山
山
頂
（
青
森
市
）

9
月
下
旬
〜
10
月
上
旬

★
八
甲
田
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ(

株)

０
１
７-

７
３
８-

０
３
４
３

（
岩
手
県
）

逢
滝

・
夕
滝
（
雫
石
町
）
10
月

下
旬
★
雫
石
町
観
光
協
会
：

０
１
９-

６
９
２-

５
１
３
８

松
川
渓
谷
（
八
幡
平
市
）

10
月
上
〜
中
旬

★
八
幡
平
市
観
光
協
会
：

０
１
９
５-

７
８-

３
５
０
０

葛
丸
川
渓
流
（
花
巻
市
）

10
月
第
3
週
★
花
巻
市
役
所
：

０
１
９
８-

２
４-

２
１
１
１

錦
秋
湖
（
西
和
賀
町
）

10
月
下
旬
〜
11
月
初
旬

★
西
和
賀
町
観
光
協
会
：

０
１
９
７-

８
１-

１
１
３
５

不
動
の
滝
（
八
幡
平
市
）

10
月
中
〜
下
旬

★
八
幡
平
市
観
光
協
会
：

０
１
９
５-

７
８-

３
５
０
０

（
秋
田
県
）

桃
洞
渓
谷
・
立
又
渓
谷

（
北
秋
田
市
）

10
月
中
〜
下
旬
★
北

秋
田

市

観
光
案
内
所

四
季
美
館
：

０
１
８
６-

７
５-

３
１
８

８

善
神
沼
（
由
利
本
荘
市
）

10
月
中
〜
下
旬

★
由
利
本
荘
市
観
光
協
会
：

０
１
８
４-

２
４-

６
３
７
６

岳
岱
自
然
観
察
教
育
林

（
藤
里
町
）
10
月
上
〜
中
旬

★
藤
里
町
商
工
観
光
係
：

０
１
８
５-

７
９-

２
１
１
５

（
山
形
県
）

玉
川
渓
流
（
小
国
町
）

10
月
下
旬
〜
11
月
上
旬

★
小
国
町
産
業
振
興
課
：

０
２
３
８-

６
２-

２
４
１
６

西
吾
妻
ス
カ
イ
バ
レ
ー

（
米
沢
市
）
10
月
中
旬

★
裏
磐
梯
観
光
協
会
：

０
２
４
１-

３
２-

２
３
４
９

（
福
島
県
）

観
音
沼
森
林
公
園
（
下
郷
町
）

10
月
中
旬
★
観

音
沼

森

林
公

園
管
理
事
務
所
：

０
２
４
１-

６
７-

３
６
７
４

矢
ノ
原
湿
原
（
昭
和
村
）

10
月
20
日
〜
11
月
初
旬

★
昭
和
村
産
業
建
設
課
：

０
２
４
１-

５
７-

２
１
１
７

屏
風
岩
（
南
会
津
町
）

10
月
中
旬
★
南
会
津
町

観
光
協
会
伊
南
支
部
：

０
２
４
１-

７
６-

２
５
１
７

以
上
一
部
を
抜
粋
し
ま
し
た
。



山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
あ

る
大
江
町
は
、
西
に
朝
日

連
峰
が
そ
び
え
、
東
に
最

上
川
が
流
れ
て
い
る
。
柳

川
か
ら
古
寺
に
至
る
中
間
地

点
に
、
巨
岩
絶
壁
の
間
を

走

る
古
寺

渓
谷

「
神

通

峡
」
が
あ
り
、
清
ら
か
な

流
れ
が
訪
れ
る
人
を
魅
了
し

ま
す
。
朝
日
連
峰
を
源
と

す
る
月
布
川
の
流
れ
が
、

長
い
年
月
を
か
け
て
侵
食
を

つ
づ
け
て
作
り
上
げ
、
両

岸
が
切
り
立
っ
た
山
々
に

な
っ
て
い
ま
す
。
四
季
折

々
の
変
化
に
富
ん
だ
自
然

の
織
り
成
す
景
観
は
神
秘

の
境
地
に
誘
っ
て
く
れ
ま

す
。
春
の
新
緑
（
六
月
）

や
、
秋
の
モ
ミ
ジ
や
ブ
ナ

な
ど
赤
や
黄
に
色
づ
い
た

木
々
の
葉
が
、
川
面
に
映

る
絶
妙
の
景
観
美
を
形
づ
く

る
紅
葉
の
名
所
で
す
。

渓
谷
沿
い
に
、
か
っ
て

木
材
運
搬
の
ト
ロ
ッ
コ
道

路
だ
っ
た
と
こ
ろ
が
、
約

四
キ
ロ
の
平
坦
な
遊
歩
道
に

な
っ
て
い
ま
す
。
古
寺
鉱

泉
方
面
の
上
流
側
と
滝
前
口

の
下
流
側
に
そ
れ
ぞ
れ
駐
車

場
が
あ
り
、
遊
歩
道
へ
の

入
口
と
な
っ
て
い
る
。
山

か
ら
渓
谷
に
流
れ
落
ち
る
滝

や
沢

と
橋
が

数
多

く
あ

り
、
そ
れ
ら
が
撮
影
ス
ポ

ッ
ト
と
も
な
り
ま
す
。
深

い
渓
谷
に
降
り
る
こ
と
は
無

理
で
遊
歩
道
か
ら
の
撮
影
に

な
り
ま
す
。
森
と
水
の
調

和
を
う
ま
く
表
現
し
ま
し

ょ
う
。

遊
歩
道
の
ほ
ぼ
中
間
に
不

動
明
王
が
あ
り
、
こ
の
付

近
が
最
も
見
ご
た
え
の
あ
る

景
勝
地
で
す
。
近
く
に
東

屋
、
ト
イ
レ
も
設
置
さ
れ

て
い
る
。
紅
葉
は
十
月
中

旬
か
ら
下
旬
が
見
ご
ろ
。

十
月
下
旬
に
は
神
通
峡
ま

つ
り
が
開
か
れ
、
地
元
で

取
れ
た
な
め
こ
な
ど
の
物
産

販
売
や
企
画
行
事
が
あ
り
ま

す
。神

通
峡
は
五
月
中
旬
か
ら

十
一
月
上
旬
ま
で
が
通
行
可

能
で

冬
季
は

閉
鎖

と
な

る
。山

形
県
大
江
町
柳
川
田
の

沢
地
。
山
形
自
動
車
道
寒

河
江
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
で
降

り
、
国
道
４
５
８
号
を
経

由
し
大
江
町
へ
。
神
通
峡

（
滝
前
口
）
ま
で
車
で
四

十
分
。
ま
た
は
月
山
Ｉ
Ｉ

Ｃ
を
降
り
、
県
道
27
号
線

を
南
下
し
、
真
室
川
大
江

林
道
か

ら
古
寺

方

面
、
神
通
峡
（
砂
防

堰

堤
口
へ
）
。

問
合
せ
先:

大
江
町
観
光
協
会

０
２
７
３-

６
２-

２
１
３
９

（
竹
内
、
秋
葉
）

尾
瀬
の
自
然
を
手
軽
に
体

験
で
き
る
よ
う
に
、
ミ
ニ

尾
瀬
公
園
が
開
設
さ
れ
て
い

る
。
桧
枝
岐
か
ら
尾
瀬
に

至
る
国
道
３
５
２
号
線
沿
い

に
あ
り
、
湿
原
エ
リ
ア
、

ロ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ン
、
山
里

・
山
野
草
エ
リ
ア
か
ら
な

る
。
一
周
約
二
キ
ロ
の
散

策
コ
ー
ス
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
公
園
の
中
ほ
ど
に
尾

瀬
写
真
美
術
館
が
あ
る
。

桧
枝
岐
村
が
白
籏
史
朗
氏
の

協
力
を
得
て
、
平
成
十
四

年
に
建
設
さ
れ
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
て
。

白
籏
氏
は
南
ア
ル
プ
ス
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
、
そ
し
て
尾
瀬

な

ど
国
内

外
の

山
岳
写

真
、
自
然
風
景
を
撮
り
続

け
、
世
界
的
に
も
高
い
評

価
を
受
け
て
い
る
山
岳
写
真

家
で
す
。
吹
き
抜
け
の
大

き
な
三
条
の
滝
の
写
真
が
訪

れ
る
人

を
圧

倒
し
て

い

る
。
白
籏
氏
が
初
め
て
尾

瀬
に
入
っ
た
昭
和
三
十
三

年
以
来
の
、
幻
想
的
な
風

景
写
真
や
花
の
写
真
が
展
示

さ
れ
て
お
り
、
豊
か
な
尾

瀬
の
表
情
を
堪
能
で
き
ま

す
。
山
、
花
、
渓
谷
、
瀑

布
、
池
塘
、
湿
原
の
四
季

を
、
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
い

ま
し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
日
本
山
岳
会

の
創
設
者
の
一
人
で
あ
る
武

田
久
吉
氏
の
メ
モ
リ
ア
ル
ホ

ー
ル
も
開
設
さ
れ
て
い
ま

す
。
尾
瀬
を
初
め
て
世
に

紹
介
し
、
自
然
調
査
、
保

護
活
動
を
続
け
ら
れ
た
武
田

氏
愛
用
の
カ
メ
ラ
や
フ
ィ

ー
ル
ド
観
察
記
録
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
尾
瀬
を

歩

く
の
が

大
変

な
方
で

も
、
こ
こ
を
訪
れ
て
尾
瀬

の
雰
囲
気
に
触
れ
て
い
た
だ

き
た
い
。

ミ
ニ
尾
瀬
公
園
の
営
業
期
間

は
四
月
下
旬
か
ら
十
一
月
初

旬
ま
で
。
開
園
は
八
〜
五

時
（
九
月
中
旬
か
ら
は
四

時
ま
で
）
、
公
園
入
園
料

は
八
月
ま
で
五
百
円
、
九

月
か
ら
二
百
円
。

（
秋
葉
、
大
坂
）

私
は
日
頃
「
写
真
」
と

は
真
実
を
写
す
こ
と
と
自
分

な
り
に
定
義
し
て
い
る
。

そ
れ
は
カ
メ
ラ
を
通
し
て
フ

ィ
ル
ム
と
い
う
正
確
な
材

料
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
た

も
の
は
、
絶
対
的
な
信
頼

性
を
持
っ
て
い
る
と
確
信

し
て
い
る
か
ら
で
す
。
過

去
百
年
以
上
に
亘
っ
て
真

実
を
伝
え
て
き
た
「
写
真

の
功
績
」
は
社
会
的
に
も

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
「
写
真
」
と
い
う

真
実
の
中
に
、
人
間
が
残

し
た
記
録
と
、
人
が
持
っ

て
い
る
記
憶
と
で
は
興
味
の

あ
る
違
い
が
あ
り
ま
す
。

【
記
録
】
と
い
う
文
字
を

辞
書
で
紐
解
く
と
『
後
に

伝
え
る
べ
き
事
柄
を
文
字
や

映
像
に
と
ど
め
る
こ
と
』

と
あ
る
。

【
記
憶
】
は
『
過
去
に
経

験
し
た
事
柄
を
忘
れ
ず
に
お

ぼ
え
て
い
る
こ
と
』
と
あ

る
。
そ
の
意
味
を
文
字
に

書
く
と
右
の
よ
う
に
な
る

が
、
こ
と
「
写
真
」
に
結

び
つ
け
る
と
そ
の
意
味
は
大

き
く
異
な
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

「
写
真
」
に
写
っ
て
い

る
映
像
は
記
録
で
あ
り
真
実

を
伝
え
る
も
の
で
す
。
幼

い
子
供
の
頃
の
写
真
、
悲

惨
な
戦
争
の
写
真
、
大
自

然
の
営
み
の
写
真
、
等
々

数
え
き
れ
な
い
く
ら
い
の
歴

史
的
真

実
が

あ
り
ま

し

た
。
膨
大
な
こ
れ
ら
の
記

録
を
私
達
は
大
切
に
す
る
義

務
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

二
度
と
戻
れ
な
い
事
実
が
そ

こ
に
は
あ
る
の
で
す
。

一
方
、
「
写
真
」
の
画

面
に
は
現
れ
な
い
事
実
、

そ
れ
が
「
記
憶
」
で
は
な

い
か
と
思
う
の
で
す
。
昔

の
「
写
真
」
を
見
て
そ
の

時
の
こ
と
が
、
ま
る
で
昨

日
の
よ
う
に
よ
み
が
え
っ

て
来
る
の
は
「
記
憶
」
に

他
な

ら
な

い
の
で

す
。

「

真
実
」

で
あ

り
な
が

ら
、
そ
の
「
記
憶
」
に
は

人
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
が
あ

り
、
「
記
憶
」
し
て
い
る

内
容
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て

い
ま
す
。
言
い
替
え
れ
ば

「

写
真
上

の
記

録
の
真

実
」
よ
り
、
「
写
真
の
中

の
記
憶
」
の
ほ
う
を
も
っ

と
大
切
に
す
べ
き
な
の
で
は

な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

昔
の
ア
ル
バ
ム
を
見
な
が

ら
、
「
あ
っ
！
こ
の
時
に

は
こ
ん
な
事
が
あ
っ
て
大

変
だ
っ
た
」
と
か
「
そ
う

そ
う
、
こ
こ
に
写
っ
て
い

る
人
に
は
と
て
も
お
世
話
に

な
っ
て
、
今
の
私
が
あ
る

の
だ
よ
」
と
か
、
心
の
琴

線
に
ふ
れ
る
よ
う
な
い
い
話

が

溢
れ
て

い
る
も

の
で

す
。

写
真

に
写

せ
な
い

「
記
憶
」
を
如
何
に
自
分

な

り
に
心

に
写
し

こ
む

か
、
そ
れ
は
私
の
永
遠
の

テ
ー
マ
に
な
る
の
か
（
自

問
自
答
）

旧
い
話
を
想
い
出
す
と
い

う
こ
と
は
、
歳
を
と
っ
た

証
拠
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
ま
す

が
、

記
憶
を
た
ど
る
と
い

う
こ
と
は
、
ボ
ケ
防
止
に

も
繋
が
る
の
で
は
？
な
ど
と

自
己
弁
護
し
て
い
ま
す
。

「
記
録
の
写
真
と
、
写
真

の
記
憶
」
に
つ
い
て
理
屈

っ
ぽ
く
書
き
ま
し
た
が
、

今
回
は
こ
こ
ま
で
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

（
丸
山
慎
一
）
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以
前
に
「
中
判
カ
メ
ラ
の

レ
ン
ズ
の
特
性
」
を
掲
載
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
皆
様

に
は
少
し
で
も
参
考
に
な
っ

た
で
し
ょ
う
か
？

今
回

は
、
昨
年
四
月
に
限
定
発
売

さ
れ
た
、
折
り
た
た
み
式
中

判
フ
ィ
ル
ム
カ
メ
ラ
、
フ
ジ

フ
ィ
ル
ム
製
の

Ｇ
Ｆ
６
７

０
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ
ナ
ル
に
よ

る
撮
影
の
感
想
を
ご
報
告
し

ま
す
。

カ
メ
ラ
の
特
徴

一

金
属
製
（
ア
ル
ミ
ダ
イ

カ
ス
ト
・
マ
グ
ネ
シ
ュ
ウ
ム

合
金
）
の
ボ
デ
ー
で
重
量
約

一
ｋ
ｇ
で
す
。
蛇
腹
レ
ン
ズ

折
り
た
た
み
時
の
厚
み
は
六

四
ｍ
ｍ
と
軽
量
コ
ン
パ
ク
ト

で
す
。
カ
メ
ラ
マ
ン
コ
ー
ト

の
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
大
き
さ

で
す
。
従
来
の
中
判
カ
メ
ラ

と
比
べ
て
と
て
も
軽
い
で

す
。

二

ワ
ン
タ
ッ
チ
で
画
面
サ

イ
ズ
の
切
替
え
が
可
能
で
、

色
々
な
構
図
を
楽
し
む
こ
と

が
出
来
ま
す
。
６
ｘ
７
ｃ
ｍ

判
で
は
、
３
５
ｍ
ｍ
判
の
約

４
．
５
倍
、
お
よ
び
6
ｘ
6

ｃ
ｍ
判
で
は
３
５
ｍ
ｍ
判
の

約
３
．
６
倍
の
面
積
で
す
。

全
紙
・
全
倍
等
大
型
サ
イ
ズ

の
プ
リ
ン
ト
で
も
再
現
性
を

遺
憾
な
く
発
揮
で
き
、
高
画

質
の
作
品
が
出
来
ま
す
。

三

明
る
く
・
大
き
い
レ
ン

ジ
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
で
、
ピ
ン

ト
合
わ
せ
は
、
く
っ
き
り
見

や
す
い
二
重
像
合
致
式
で

す
。
ま
た
、
電
子
制
御
式
レ

ン
ズ
シ
ャ
ッ
タ
ー
な
の
で
カ

メ
ラ
ぶ
れ
が
少
な
く
、
３
５

ミ
リ
カ
メ
ラ
の
感
覚
で
、
気

軽
に
ス
ナ
ッ
プ
写
真
等
Ｏ
Ｋ

で
す
。

四

単
眼
８
０
ミ
リ
レ
ン
ズ

（
ｆ
３
．
５
）
の
み
で
、
６

ｘ
７
判
（
３
５
ミ
リ
換
算
約

４
0
ミ
リ
）
と
６
ｘ
６
判

（
３
５
ミ
リ
換
算
約
４
４
ミ

リ
）
を
使
い
分
け
、
抜
け
の

良
い
ク
リ
ア
な
作
品
が
出
来

上
が
り
ま
す
。

若
い
こ
ろ

は
中
判
カ
メ
ラ
と
レ
ン
ズ
を

沢
山
担
い
で
山
に
登
り
ま
し

た
が
、
「
年
を
重
ね
る
に
連

れ
腰
・
肩
に
負
担
が
増
え
、

最
近
３
５
ミ
リ
に
替
え
ま
し

た
」
、
と
よ
く
聞
き
ま
す
。

そ
う
い
う
方
に
は
軽
量
な
Ｇ

Ｆ
６
７
０
は
お
薦
め
で
す
。

五

作
画
意
図
を
反
映
で
き

る
絞
り
優
先
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

露
出
を
選
択
出
来
ま
す
。
露

出
の
幅
が
広
が
り
理
想
の
明

る
さ
求
め
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
私
は
普
段
絞
り
優
先
モ

ー
ド
で
撮
影
し
て
い
ま
す
。

フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
内
に
シ
ャ
ッ

タ
ー
ス
ピ
ー
ド
が
表
示
さ

れ
、
そ
れ
に
よ
り
補
正
し
ま

す
が
、
従
来
の
カ
メ
ラ
よ
り

正
確
な
露
出
を
得
る
こ
と
が

出
来
る
の
で
、
あ
ま
り
露
出

に
神
経
質
に
な
ら
な
く
て
も

適
正
露
出
の
撮
影
が
可
能
で

す
。

注
意
す
る
こ
と

一

ブ
ロ
ー
ニ
フ
イ
ル
ム
装

填
に
少
し
コ
ツ
を
要
し
ま

す
。
フ
イ
ル
ム
巻
き
上
げ
は

手
動
で
、
勿
論
巻
き
戻
し
も

手
動
で
行
い
ま
す
。

二

絞
り
調
整
は
レ
ン
ズ
本

体
で
行
い
ま
す
。
ピ
ン
ト
合

わ
せ
は
、
オ
ー
ト
フ
ォ
ー
カ

ス
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ご

自
分
の
感
覚
で
！

三

各
種
フ
ィ
ル
タ
ー
の
装

着
可
は
可
能
で
す
が
、
レ
ン

ズ
収
納
時
フ
ィ
ル
タ
ー
を
外

さ
な
い
と
閉
ま
り
ま
せ
ん
。

四

６
ｘ
７
判
〜
６
ｘ
６
判

切
替
は
撮
影
途
中
で
は
出
来

ま
せ
ん
。
折
り
た
た
み
式
カ

メ
ラ
な
の
で
、
蛇
腹
部
分
は

軟
い
の
で
、
取
扱
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

興
味
の
あ
る
方
は
、
カ
メ

ラ
屋
さ
ん
で
実
物
を
手
に
と

っ
て
、
感
触
を
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。
次
回
撮
影
会
に
は

実
物
を
準
備
し
て
説
明
で
き

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お

り
ま
す
。

古
寺
渓
谷

神
通
峡

写
真
・
・
・
・
こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

記
録
の
写
真
と
写
真
の
記
憶

そ
の
一

彩
り
鮮
や
か
な
紅
葉
の
季
節

が
間
も
な
く
到
来
し
ま
す
。
今

号
で
は
紅
葉
撮
影
に
関
す
る
ご

案
内
と
撮
影
地
を
ご
紹
介
し
て

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
の
ご
参

考
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

中
判
カ
メ
ラ
は
フ
ィ
ル
ム
カ

メ
ラ
を
愛
好
す
る
ハ
イ
ア
マ
チ

ュ
ア
の
望
み
で
も
あ
る
と
思
い

特
集
を
し
て
き
ま
し
た
。
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
全
盛
の
時
代
、
フ

ィ
ル
ム
中
判
カ
メ
ラ
、
そ
れ
も

蛇

腹
の
つ
い
た
折
り
た
た
み

式
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
操
作
の
多
い

Ｇ
Ｆ
６
７
０
は
個
性
的
で
大
変

魅

力
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と

を
、
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
写
真
美
術
館
め
ぐ
り
は
、

第
6
号
の
土
門
拳
記
念
館
に
は

じ
ま
り
、
東
北
地
区
と
他
の
地

区
に
あ
る
も
の
を
交
互
に
紹
介

し
て
、
今
回
で
10
回
目
と
な
り

ま
す
。
写
真
美
術
館
に
つ
い
て

他
に
情
報
を
お
持
ち
の
方
は
お

知
ら
せ
願
い
ま
す
。

編
集
後
記

写

真

美

術

館

め

ぐ

り

白
籏
史
朗

尾
瀬
写
真
美
術
館

中

判

カ

メ

ラ

蛇

腹

式

フ

イ

ル

ム

カ

メ

ラ

の

魅

力

渡

邊

善

夫


